


​　​​今回の友穆で取り上げるのは「スキージャンプ」です。皆さんも一度はテレビで見たことがあ​
​るかと思いますが、そのルールや採点方法はご存じでしょうか？よく耳にする「テレマーク」の​
​ほかにも細かいルールがあり、ただ遠くに飛べばいいというわけではありません。​
​（以下、出典：雪印メグミルクスキー部オフィシャルサイト「ジャンプ雪印メグミルク」より）​

​ルール​
​　①​​スキー板の長さ​
​　　　BMI（体重÷身長÷身長）を基準値とし、身長に対して最大145％まで​
​　　（例）​​身長178㎝、体重65㎏（BMI＝20.5）の場合​
​　　　　　FIS国際スキー連盟が定める基準表に基づき、​
​　　　　　BMI＝20.5における身長に対する板の長さは143％までとなるため、​
​　　　　　1.78×1.43＝​​2m55㎝​​の長さまで使用することができます。​
​　　　　　​
​　②​​ジャンプスーツ​
​　　厚さ4～6㎜以内、通気性40ℓ/㎡/秒以上と決まっており、​
​　　夏・冬ともにスーツの違いはありません。​

​どうやって勝敗は決まるの？​
​　　選手は２本のジャンプを行い、飛距離をポイント化した「​​飛距離点​​」とジャンプ・着地の​
​　美しさをポイント化した「​​飛型点​​」の合計得点で競います。そこから、​​ウィンドファクター​​、​
​　​​ゲートファクター​​のポイントが加減され、順位が決定します。​

​　①​​飛距離点​
​　　　K点＝60ポイントを基準とし、K点との距離に応じて1mごとに​
​　　ポイントを加減します。加減するポイントは、K点が120mの場合​
​　　は1.8ポイント、90mの場合は2.0ポイントです。なお、着地点は​
​　　足と足の中間で計測されるため、スキー板は無視されます。​
​　　（例）​​K点120mで130m飛んだ場合​
​　​

​　　　　​
​　②​​飛型点​
​　　　ジャンプの美しさ、正確さ、着地姿勢などを5人の飛型審判員​
​　　が20点満点からの減点法で採点します。公平を期すため、最高​
​　　点と最低点を除いた3人の合計が飛型点となります。​
​　　（例）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　​
​　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　​

​　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓先ほどの飛距離点と合計すると・・・​

​　​
​　③​​ウィンドファクター​
​　　　風の影響をポイント化したもので、ジャンプ台の複数個所で測定した風の平均値をリアル​
​　　タイムで計算し、不利な追い風では加点、有利な向かい風では減点されます。​

​　④​​ゲートファクター​​　​
​　　　スターティングゲートを基準よりも高くすると減点、低くすると加点されるルール。​



​　1994年リレハンメル五輪・ノルディック複合団体金メダルの阿部雅司さん、1998年長野五輪・​
​ジャンプ団体金メダルの原田雅彦さんに、スキージャンプの魅力等についてお聞きしました。​

​　​

​※左端：阿部さん、中央：北海道日本ハムファイターズ B・B、右端：原田さん​



​①​​「モエレ山爆走そり大会」​
​　　今年で14回目になります。とても寒いですが、参加者の笑顔のために頑張っています。​

​②​​「東区フロアカーリング大会」​
​　　区民の生涯スポーツへの動機付けになればという思いで始めました。​
​　　昨年で４回目となり、年々、応募が増えています。​

​③そのほか​​「ひがしく健康・スポーツまつり」「東区少年少女相撲大会」「札幌マラソン」​​など​
​　区単位から全市的なものまで、東区スポーツ推進委員は元気に活動しています！​

​　  モエレ山爆走そり大会  　　　東区フロアカーリング大会　  ひがしく健康・スポーツまつり　東区少年少女相撲大会​


